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コロナ禍にどう立ち向かい何を得たか？
～国内外の先進事例から学ぶ～

日本バスケットボール学会
第7回学会大会シンポジウム

佐藤晃一

コロナ禍において
1. 「どのような影響を受け」
2. 「どのようなアクションを起こし」
3. 「どのような結果・反響を受けたか」

あなたの方言には敬語がありますか？

他のチームの練習をどの程度の頻度で見
学しますか？

地球は太陽の周りを回っている?

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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奴隷解放宣言著名1ヶ月前
議会へのメッセージ抜粋

『平穏な過去における常識は、嵐が吹き荒れ
ている現在では役に立たない。我々の進む道
は困難で満ちあふれている。しかし我々はこ
の困難をバネに舞い上がらなくてはならない。
我々が今までに直面したことのないこの状況
において、我々は今までにない考え方で、今
までにない行動をとらなくてはいけない。
我々自身を過去の常識から解放することが、

我々の国家を救う道である。』

目的

とは？

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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子供が家に帰ってきて「今日バスケ楽し
かった」と言っている。

アクション

活動再開ガイドライン JBAスポーツパフォーマンス
ライブセミナー

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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私が現場で必要にされていると
思っている情報

≠
現場で必要とされている情報

私が現場で必要にされていると
思っていること

≠
現場で必要とされていること

正しいしいだけでは不十分である、
効果的でなくてはなくてはいけない
‘It’s not enough to be right, you have to be effective.’

Neil deGrasse Tyson

「母に捧げるバラード」武田鉄矢

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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わかってもらえない
？

正解 ＝ 効果的
？

正解を「教える」

• 正解＝「白黒ハッキリする」
–正解＝叱られない

• 「叱るのは甘やかし」
–第2回ワークショップの参加者の発言から

• 叱る
–場の乱れ→羞恥心→叱る
–叱る→責任の所在をはっきりさせる

とは？

「暴言暴力」「理不尽さ」がない

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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‘Addition by Subtraction’
何かを減らすことによって何かをよくする

正解を提供するのではなく
考えるきっかけを作る

人間を最も特徴づける資質、
つまり考える能力

‘single most defining human quality, being able to think’

Hannah Arendt

セミナー
↓

ワークショップ

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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「６年生のジレンマ」
• ６年生

– ミニバスの集大成
• 成果を出したい時期
• 練習量が多くなり傾向

– 身長が最も伸びる年齢
• 女子：11歳
• 男子：13歳

– 成長に起因するケガが多い
時期

コミュニティー形成

JBA

C

C

C
C

C C

正解は現場にある
モチベーション

共感
仲間意識
立ち位置

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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なし

月1回３ヶ月に1回

年1回
半年1回

他のミニバスの練習見学の頻度
ミニバス指導者：127人 コミュニケーションの障壁

英語と日本語

敬語

方言

振り返りの意識

どのような結果？

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 
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地球は太陽の周りを回っている?

考える
学び

振り返る
オートクライン

共感
コミュニティー

普及

転換期

15～18％

What got you here, won’t get 
you there.

Herminia Ibarra

日本バスケットボール学会大会シンポジウム（2020年12月19日開催） 




